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収集し、堆肥化原料として再利用することができます。しかし、堆肥化と同様に刈り草を収

集できる季節が限られており、年間を通して一定量を確保できないことから、木くずや藁等

と併用することが有効であると考えられます。 

 

③ 成型化 

破砕した雑草を生分解性樹脂とともに成型し、プランター等の園芸資材として利用してい

る事例があります。また、シート状や粒状に成型したものを雑草抑制のためのマルチング材

として道路緑地帯や公園等に利用している事例もあり、除草の手間が削減できるとともに、

将来的には分解されるため、自然にやさしい素材として注目されています。 
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